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GS1事業者コード登録状況

　商品に GTIN-13（以下、JAN コ
ード）をバーコード表示するために
新たに GS1 事業者コードを登録す
る事業者の数は昨年度、約 1 万 1
千件にのぼり、前年度比 113％とな
った。この結果、累計の登録事業者
数は本年 5 月末現在で約 13 万事業
者となっている。
　新規登録の目的を登録申請時に記
入してもらう「主要取引先」で見る
と、スーパー、コンビニエンススト
ア、ドラッグストア、ホームセンタ
ーなどの小売業と新たに取引を開始
する事業者が多いが、最近ではこれ
ら既存の小売業態だけでなく、ネッ
ト通販、道の駅、JA 直売所、各地
の物産館なども増えている。また、
食品軽包装や洋菓子材料、理化学機
器などの業務用商品を取り扱う卸売
業が、自社の商品管理のために仕入
先のメーカーに JAN コード対応を
要請する動きもあり、消費財以外の
業界にも拡がっている。
　さらに、企業間の電子データ交換
の手段が旧来の JCA 手順からイン
ターネット対応の新たな標準である
流通 BMS に移行しているが、流通
BMS では相手先を識別する企業・
事業所コードに GLN を標準採用し
ており、そのための新規登録も増え
ている。
　本号では GS1 事業者コードの登
録状況から垣間見ることができる流
通業界のさまざまな動きの中から、
アマゾン ジャパン㈱（以下、Ama-
zon）との取引開始を機に GS1 事業
者コードを登録した 3 社の事例を
紹介する。

OEM生産から自社ブランドの販売へ

　3 社のうち 2 社は、従来から行っ
てきた OEM 生産に加えて自社ブラ
ンドの販売を開始するにあたり、有
力な販路のひとつとして Amazon
との取引を開始することになった。

●化粧板メーカーのマルフジ建材
　埼玉県加須市に本社を置くマルフ
ジ建材㈱は、昭和 37（1962）年創
業の化粧板を中心とする建材メーカ
ーである。年商は約 70 億円で、九
州とインドネシアのグループ会社も
含めると約 100 億円の売上規模と
なる。
　創業以来、ハウスメーカーや建材
メーカー向けに OEM 生産してきた
が、今後の住宅着工の縮小予測など
に鑑み、自社ブランドの発売を決
断、今年 3 月に東京ビッグサイト
で開催された「エコハウス＆エコビ
ルディング EXPO」に初めて出展し
た。会場では、ホームセンターや家
電量販店からの引き合いがあった
が、来場した Amazon のバイヤー
からも引き合いがあり、熟慮のうえ
取引の開始を決断、同月には GS1
事業者コードを取得した。今年の夏
から秋口にかけて Amazon で自社
ブランドを販売することを計画して
いる。
　自社ブランドの販売を決断した背
景について佐藤圭一郎社長は「価格
は消費者に行けば行くほど厳しくな
るし、“ 材料高製品安 ” が続いてい
る。そこから少しずつ脱却したい。
自分の製品を持つことにはリスクも
あるが、自分たちの製品が市場でど
ういう評価を受けるのかを肌で感じ
ながら体力をつけていきたい」と語
る。

　当初は OEM 先に提供している化
粧板などとバッティングしない商
品、例えば、テレビ台、スリッパラ
ック、洗濯機や冷蔵庫上の収納ボッ
クスなどを出品することを考えてい
る。OEM 供給と違うのは、自社が
製造者責任を負う立場になること。
自社ブランドとして売る場合のリス
クを勘案しながら、生産方法、取扱
説明書、施工説明書などの準備を進
めている。
　当面は主力の化粧板以外の小物家
具を販売していく予定だが、ゆくゆ
くは OEM 先の建材メーカーと競合
しないような建材も自社ブランドと
して販売したいという。「Amazon
からは施工を軸にした商品を出して
ほしいと言われている。Amazon も
その方面を強化したいと考えている
ようだ」（佐藤社長）。
　「今は一般的ではないが、工務店
がモバイル端末で「化粧板」と検索
して Amazon でマルフジ建材の商
品がヒットして、どれを選ぼうか、
という時代が来るかもしれない」

（同）という夢を描いている。また、
海外展開についても「海外版の地産
地消のような世界になればいい。た
またまインドネシアの工場があるの
でそこを基軸にして売れればいいな
と思う」（同）。

ネット通販でビジネスチャンスを広げる
－Amazonとの取引でJANコードの利用を開始した3社の取組み－

＜企業訪問シリーズ＞

マルフジ建材　佐藤社長

2 流開センターニュース  No.206



●靴販売のエーピーエフ
　静岡市に本社を置く（有）エーピ
ーエフは平成 10（1998）年創業の
靴の輸入販売会社である。社長の尾
石政廣氏はもともと、財閥系商社の
靴販売子会社の勤務経験を持ち、独
立して現在の会社を立ち上げた。販
売先のアパレルメーカーやネット通
販会社などから OEM の依頼を受
け、中国とベトナムの委託先工場で
製造し、販売している。
　販売先のひとつ、靴やファッショ
ンを専門とするネット通販会社が急
成長する様子を見て自社ブランドの
販売を決断、まず Amazon で販売
することとし、今年の 3 月に GS1
事業者コードを登録した。
　自社ブランドで Amazon に出し
ている商品の外箱に JAN コードを
ラベルで表示している（写真）。

　対象となる商品のアイテム数は 4
品番× 6 〜 7 色× 6 〜 7 サイズほ
ど。ラベルは品質や価格を考慮して
日本でまとめて印刷し、海外に送っ
ている。今後は、自社ブランドにつ
いては販売先での利用を考慮してす
べてバーコードを付ける予定。
　ネット通販への期待は大きい。現
在のネット通販の売り上げは会社全
体の数％だが、Amazon との取引に
よってこれを 3 〜 4 割に増やすこ
とが当面の目標。また、「目指せ、
直接口座！」（尾石社長）―実績が
できれば、現在は中間業者経由で販
売している Amazon と直接の口座
を開ける可能性が高くなり、利益面
でも大きく貢献する。

製造廃棄物をネットで商品化

　もう 1 社は製造の過程で出るゴ
ミを商品化し、ネットで販売してい
る家具メーカーの例である。

●家具製造の片桐産業
　（有）片桐産業は愛知県あま市に
本社を置く、従業員 18 名の家具メ
ーカーである。昭和 38（1963）年
の創業以来、既製品と特注品の椅子
とテーブルを中心に、飲食店やホテ
ル、結婚式場などに納入してきた。
注文はユーザから直接ではなく、間
に卸が入っている。
　家具の製造で出るおがくずの利用
を考えていたところ、工場の廃油処
理に有効であることに気が付き、7
年ほど前から「おがくーず」のブラ
ンド名で楽天に出店してきた。しか
し、楽天のサイトは出店者の個性が
発揮できる反面、メンテナンスに手
間と費用がかかる。そこで、今年か
ら手間があまりかからない Amazon
に変更し、数ヵ月が経過した。Am-
azon は写真と必要事項を入力する
だけの簡単な手順でページを作る手
間がかからない。Amazon への切替
えを機に今年の 1 月、GS1 事業者
コードを登録した。
　出品している「おがくーず」は
元々、製材所や木工所のゴミとして
扱われており、地元の鉄工所などか
ら要請があれば、廃油の凝固剤とし
て無償で提供していた。それを何と
か商品化できないかと考えたのが専
務取締役の片桐宏之さん。「周りの
木工所が減少して需要と供給のバラ
ンスが逆転し、売れるようになっ
た。そこでネット通販で販売するよ
うになった」。今では商品として販
売できるように、出たおがくずを乾
燥させて一定容量で袋詰めしている

（写真）。
　ネット通販の顧客は、鉄工所など

の工場が多いが、他にも弓道のアン
ドン（矢先が折れないよう、的が置
いてある土に混ぜて使う）、野外で
使われるバイオトレイ、災害時の簡
易トイレ（吸着と消臭の効果があ
る）、昆虫の飼育用発酵マットなど
があるという。

　顧客は東京と大阪を中心に全国に
拡がっており、月によって波はある
がほぼ定期的に一定量が出ている。
同社の場合は自社倉庫から出荷して
おり、東京なら注文の翌日には届く。
　Amazon とは低価格の商品から始
めたが、ゆくゆくは本業の家具の販
売を目指している。ただ、木製家具
は写真と実物で木目や色合いに多少
の違いが出るが、それを許容できる
客とできない客があり、対応が難し
いという。そこで、メイドインジャ
パンの評価が高い海外向けを想定し
ており、その点で国際企業である
Amazon での拡販を期待している。

（広報室）

片桐産業　片桐専務
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　5 月 16 日から 19 日までメキシ
コの首都メキシコシティーで GS1
総会が開催され、GS1 加盟組織の
代表、GS1 の理事、本部スタッフ
が集まり、長期・短期両方の観点か
ら GS1 の重点事項や活動戦略を決
定した。日本からは、GS1 理事で
ある金子淳史イオンアイビス㈱社長
と、当センター（GS1 ジャパン）
専務理事の上野、ソリューション第
2部アパレル・T&Lグループの森谷、
国際室の島﨑が参加した。
　GS1 の Mike McNamara 会長（米
小売業ターゲット社副社長兼 CIO）
は「リーダーシップ・グローバル・
スピードの 3 つが今、GS1 に求め
られている」と述べ、それぞれにつ
いていかに行動すべきか参加者に対
し下記の通り説明した。
①リーダーシップ
　GS1 本部、GS1 加盟組織の業界
を巻き込んだ努力によりヘルスケア
業界は GS1 にとって今や重要なコ
アセクターとなった。ヘルスケアの
ように他の業界、例えばテクニカル
インダストリー注）やイーコマース
でも GS1 はリーダーシップを発揮
していくべきだ。
②グローバル
　ウエブサイトや冊子のデザイン統
一は順調に進んでおり、GS1 がグ
ローバルな組織として情報発信する
土台が整いつつある。今後はサービ
スやソリューションもユーザーに理
解しやすいグローバルなモデルを推
進する。当センターのウェブサイト
も 6 月 1 日にリニューアルした。
③スピード
　現在、GS1 だけでなく、どの業
界、どの企業でもスピードアップは
重要な課題である。標準の策定やサ
ービスの提供をスピードアップする

にはユーザーの積極的な参加が欠か
せない。GS1 を必要とする企業や
期待を寄せている企業のメリットを
考え、それらの企業のパワーを適切
に働かせれば標準やサービスを迅速
に提供できる。

●イーコマース対応が具体化

　昨年に引き続き、イーコマース対
応が重点分野として再確認された。
イーコマース事業者から GS1 に対
して「商品に表示されている GTIN
の GS1 事業者コードと事業者情報
を、複数の商品について一度に迅速
に確認したい」という要望がある。
現在、この要望に応えることができ
ている GS1 加盟組織もあるが、グ
ローバルではイーコマース事業者が
満足するレベルに達していない。総
会では、GS1 事業者コードに関す
る正確な情報を提供するグローバル
なワンストップサービスの設計開始
が決定した。

●�テクニカルインダストリーへ
の取組み

　昨年の総会で新規事業として承認
されたテクニカルインダストリーに
関しては、本格的に取り組むことに
なった。これらのサプライチェーン
では大量の部品や材料を識別し、自

動認識する必要がある。またプレー
ヤーとしてグローバル企業や組織が
多い。以上のことからテクニカルイ
ンダストリーには GS1 標準がフィ
ットする可能性が高いと考えられ
る。以前からドイツやスウェーデン
が中心となって取り組んできたが
GS1 本部としても GS1 ヘルスケア
のようなグローバルな活動に発展さ
せるべく GS1 本部の人員を増やす
ことになった。

●永年表彰は19ヵ国

　毎年行われる永年加盟表彰では、
19 の GS1 加盟組織が対象となっ
た。以下、20 年以上の 12 ヵ国を
紹介する。
20 年：アルメニア、エジプト、ジ

ョージア、イラン、カザフ
スタン、レバノン

25 年：ブルガリア、中国
30 年：ポルトガル、ロシア、メキ

シコ
35 年：ニュージーランド
　2017年の総会は、英国・ロンドン
で行われる。

注）�テクニカルインダストリー：エンジニ
アリング（機械・プラント建設）やエ
ネルギー、輸送関連産業などを指す。

� （国際室　島﨑）

GS1メキシコ総会2016　開催報告
－イーコマースの取り組みが具体化－

総会会場
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「医療用医薬品へのバーコード表示の実施要項」改正へ

GS1ヘルスケアジャパン協議会　平成28年度総会を開催

　6 月 1 日〜 30 日までの間、厚生
労働省は、医療用医薬品へのバーコ
ード表示の実施要項の一部改正案に
ついて、パブリックコメントの募集
を行った。
　この一部改正案の主なポイントは
次のとおりであり、平成 33 年 4 月

（特段の事情があるものは、平成 35
年 4 月）以降に出荷されるものか
ら適用することとされている。

①	販売包装単位については、これ
まで商品コード（GTIN-14）の
バーコード表示のみが必須であ
ったが、有効期限、製造番号又
は製造記号のバーコード表示も
必須とする。

②	元梱包装単位については、これ
まで商品コード、有効期限、製
造番号又は製造記号、数量のバ
ーコード表示は任意であった

が、これら全ての項目を必須表
示とする。

　バーコードの必須表示項目が拡大
されることにより、メーカーから病
院までのサプライチェーン及び医療
機関内における GS1 データバー、
GS1-128 のさらなる利活用を通じ
た医療安全の実現および流通の効率
化が望まれる。
（ヘルスケア業界グループ　前川）

　GS1 ヘルスケアジャパン協議会
（会長：落合　慈之（東京医療保健
大学　学事顧問））は、6 月 24 日

（金）、JJK 会館（東京・中央区）に
おいて総会を開催した。
　GS1 ヘルスケアジャパン協議会
は、ヘルスケア業界における GS1
標準の活用を通じた、医療安全、ト
レーサビリティの確保等により、日
本の医療に貢献することを目的とし
て設立され、6 月 24 日現在、会員
数は 98 社（個人会員 26 名を含む）
となっている。
　本協議会には、国際標準・規制研
究部会、医療ソリューション研究部
会の 2 つの部会が設置され、病院

での医療安全向上のための GS1 標
準の普及推進や国内外の先進事例の
情報収集等を行っている。
　本年で設立 8 年目を迎えた本協議
会の総会では、当センター林会長の
開会の辞に続き、落合会長から、
GS1 ヘルスケアジャパン協議会の現
在の位置付けと今後の課題や方向性
が示された。また、厚生労働省医政
局経済課　山口　貴久　首席流通指
導官から来賓のご挨拶をいただいた。
　両部会の平成 27 年度の活動実
績、平成 28 年度の活動計画案につ
いては、医療ソリューション研究部
会の主査である㈱サン・システム　
松本　義久氏から報告・提案を行

い、今年度は、部会の下に新たなワ
ーキンググループが設置され、医療
機関における物品の流通状況の調査
や、GS1 標準普及啓発パンフレッ
トの改訂等が行われる方針となった。
　医療現場での GS1 標準の活用に向
けて具体的な提案を行うべく、協議会
のさらなる活発な活動が期待される。

（GS1ヘルスケアジャパン協議会
　事務局）

総会の様子
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　流通 BMS 協議会では 5 月 12 日
に明治記念館（東京・港区）で平成
28 年度通常総会を開催した。
　冒頭、主催者を代表して当センタ
ーの林会長が開会の辞を述べた後
に、経済産業省商務情報政策局流通
政策課の野村課長と農林水産省食料
産業局食品流通課の朝倉課長補佐に
来賓のご挨拶をいただいた。その
後、当協議会の浅野会長の議事進行
により予定した 3 つの議案がすべ
て承認された。

●第 1号議案：平成 27 年度事業報告
（1）維持管理活動
　下 記 の CR（Change Request）
が提出され、メッセージメンテナン
ス部会がメールによる審議を 1 月
に行い、承認された。

・「マッピングシートチェック体制
の確立」
　普及推進タスクチームの「標準外
利用の削減に向けた施策」検討より

（2）導入支援活動
①業界団体に対する支援

・会議への出席：5 団体、9 回
・会合への講師派遣：5 団体、6 回

・取引先説明会への講師派遣：1
企業、4 回

②ロゴマークの使用許諾
　118 製品・サービス（56 社）（28
年 1 月末現在）
③流通 BMS ソリューション EXPO
　リテールテック JAPAN（3/8 〜
3/11）に 10 社・8 小間を出展

（3）普及推進活動
①普及推進部会の下に、普及拡大に

向けた具体策の検討を行うタスク
チームを編成し、7 回開催した。

②正会員団体の協力を得て、導入実
態調査を行い、結果を各種説明会
やホームページなどで紹介した。

③ 2 種類の講座を開催した。
　　入門講座…東京6回、大阪2回、

218 名参加
　　導入講座…e-learning で提供を

行い、204ID を発行（3/15 時点）
④普及推進セミナーを青森、盛岡、

福岡、広島、鹿児島、大阪にて、
NTT の回線網移行、小売・卸の
導入事例をテーマに開催した。計
190 名が参加。

⑤リテールテック JAPAN2016 に
て、NTT による回線網移行の説
明と小売業の導入事例を紹介。

⑥流通 BMS 導入企業名の公開を行
った。小売 185 社、卸売業・メ
ーカー 226 社（4/1 現在）

⑦卸・メーカーの導入企業数調査を
行い 8,850 社以上と推計（27 年
12 月）

⑧普及推進用のツールとして「流通
BMS 導入支援ガイドブック」を
作成し、各種イベントで活用して
いる。

⑨金融業界との EDI 連携推進を行
い、2 回の検討会を開催した。

●第 2 号議案：平成 28 年度事業計画
　維持管理活動、導入支援活動は従

来活動を継続。
　普及推進活動のうち、主な新しい
活動計画は以下の通りである。
・流通 BMS 未導入要因の分析・調

査の強化
　未導入大手企業に導入しない理由
をヒアリングし、整理した結果を今
後の普及推進活動に活用する。
・消費税軽減税率導入対応の周知
　標準的な対応方法の整理を行い、
サプライチェーンでの共通認識を育
む。
・標準仕様の周知
　定期的に東京・大阪で開催してい
る入門講座を抜粋し、実開催と並行
して web 講座 e-learning 形式でも
配信を開始する。
●第 3 号議案：平成 28 年度運営委員
　正会員 15 団体から推薦された委
員が承認された。

　総会の後、一般社団法人ジャパン
ショッピングツーリズム協会　新津
専務理事を講師に、「インバウンド
市場」をテーマに記念講演会を開催
した。

（新規事業グループ）

軽減税率導入を契機に流通BMSのさらなる普及推進を
－流通BMS協議会　平成28年度通常総会を開催－

流通BMS協議会　浅野会長

ジャパンショッピングツーリズム協会
新津　研一　氏
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　情報志向型卸売業研究会（略称：
卸研、会長：林洋和（一財）流通シ
ステム開発センター会長）は、「通
常総会」を、さる 6 月 8 日（水）
東京・元赤坂の明治記念館にて開催
し、約 100 名の参加をえて、今年
度の事業が本格的に始動した。
　卸研は、各業種の卸売業に共通す
る情報化の課題を中心として研究
し、情報志向型卸売業への発展を図
ることにより、卸売業の合理化及び
近代化を促進することを目的とし
て、1985 年 8 月に設立され、本年
度で第 32 期になる。
　これまでの 30 数年に及ぶ歴史の
中では、会員による様々な調査、研
究が行われ、その成果は研究報告
書、活用マニュアル、外部への提言
などの実績として残されている。
　今回の通常総会では、昨年度の報
告として、「流通 BMS 普及推進：
INS ネット提供終了を機に普及推
進」「スマートデバイス活用：営業
スタイルの変革・PC 代替など」「情
報システム部門の将来像、今後の役
割と人財育成」「入荷作業における
精度の維持／向上と効率化」「2020
年に向けた人手不足と物流費高騰へ
の対策」「消費税軽減税率制度対応」
を扱った研究委員会の活動内容など
を中心とした事業についてと、収支
決算についての報告がなされ、承認
された。
　卸研は、最近の卸売業を取り巻く
環境の大きな変化や卸研自体の状況
の変化に対応すべく、事業内容、運
営方法について継続して見直し改善
を行い、より効果的、効率的な事業
を目指している。この基本方針に基
づき、主な事業の計画を提案した。
　卸研事業の中核をなす「研究委員
会」での 2016 年度の検討テーマに

関しては、参加者の意見や、今後、
新年度の体制等を踏まえて、最終決
定する予定としている。
　新年度のテーマ案としては、前年
度委員の方々の意見から、「流通
BMS 普及推進」「消費税軽減税率制
度対応」「物流：個社単位での取り
組み」「物流：共同での取り組み」
などを取り上げたいと考えている。
　特に、「消費税軽減税率制度対応」
については、前年度緊急テーマとし
て、臨時委員会を設置し検討を行っ
たが、関連法規が制定される前であ
ったことから、十分な検討が出来な
かった。結果的に、2 年半の延期と
はなったが、卸売業にとっても、重
要な課題として、取り組まれると思
われる。
　その他、全ての議事議案が異議無
く承認され、総会は閉会した。
　総会の終了後には、作年度の座長
のフジモト HD（株）情報システム
室長　執行役員　松本寿一氏より昨
年度の研究委員会の 5 グループに
よる成果報告があった。
　続いて、総会を記念しての講演で
は、コープ東北サンネット事業連合　

常務理事　河野敏彦氏から、「コー
プ東北におけるオムニチャネルを支
える新物流とシステム構築」と題し
て、ドライ統合センターのコンセプ
トを中心に、ビデオ映像によるセン
ター紹介などを含めて、お話しを頂
いた。
　また、当日の夕刻に開催された懇
親会には、卸研相互の意見交換、懇
親の場として、卸研の役員をはじめ
とする多くの会員が参加した。

（情報志向型卸売業研究会　事務局）

卸研の通常総会を開催
－今年度も軽減税率対応、物流対策などの研究を予定－

総会風景

記念講演
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平成28度第 1回通常理事会

　6 月 1 日（水）午後 2 時より開始
し、林会長が議長となり議事が行わ
れた。
第 1 号議題「平成 27 年度事業報告
について（案）」
第 2 号議題「平成 27 年度決算報告
について（案）」
第 3 号議題「平成 27 年度公益目的
支出計画実施報告について（案）」
　第 1 号議題から第 3 号議題まで
については相互に密接な関係がある
ため、一括して審議が行われた。上
野専務理事から各議題の内容につい
て説明があり、全員異議なく原案の
とおり承認された（平成 27 年度事
業報告書及び決算報告書は当センタ
ーホームページに掲載）。
第 4 号議題「理事の職務執行状況
について」
　平成 27 年度第 2 回通常理事会終
結後から現在までの理事の職務の執
行状況について、林会長、上野専務
理事、濱野常務理事、坂本理事及び
西山理事の常勤理事 5 名が、自己の
職務の執行の状況について報告を行
った。
第 5 号議題「平成 28 年度定時評議
員会の開催について（案）」
　定時評議員会の日時及び場所、議
題及び議題の概要について承認された。
議長は、以上をもって閉会を宣した。

平成28年度　定時評議員会

　6 月 24 日（金）午前 10 時 30 分
より開始し、上原評議員が議長とな
り議事が行われた。
第 1 号議題「平成 27 年度事業報告
について」
第 2 号議題「平成 27 年度決算報告
について（案）」

第 3 号議題「平成 27 年度公益目的
支出計画実施報告について」
　理事会と同様に、一括して報告及
び審議が行われ、全員異議なく原案
のとおり承認された。
第 4 号議題「評議員の選任につい
て（案）」
　評議員 10 名全員の任期が、この
定時評議員会で満了となり、再任に
ついて諮ったところ、全員異議なく
承認された。なお、再任された評議
員の任期は、平成 32 年度定時評議
員会の終結の時までとなる。
再　任
　淺野正一郎、井上　　淳
　上原　征彦、掬川　正純
　小林　憲明、中井　　忍
　根岸　邦彦、廣根　光政
　細野　助博、松井　秀夫

　（以上平成28年6月24日付）
第5号議題「監事の選任について（案）」
　監事の全員の任期が、この定時評
議員会で任期満了となり、再任につ
いて諮ったところ、全員異議なく承
認された。なお、再任された監事の
任期は、平成 32 年度定時評議員会
の終結の時までとなる。
再　任
　青山　伸悦、服部　成太

　（以上平成28年6月24日付）
第6号議題「理事の選任について（案）」
　理事の 12 名の任期が、この定時
評議員会で満了となるため、8 名は
理事として再任し、4 名が任期満了
で退任となり、2 名を理事として選

任することについて諮ったところ、
全員異議なく承認された。
　なお、再任された理事 8 名及び
新たに選任された理事 2 名の任期
は、平成 30 年度定時評議員会の終
結の時までとなる旨付言があった。
再　任
　林　　洋和、上野　　裕
　濱野　径雄、西山　智章
　奥山　則康、飯塚　賢一
　田中　吉寛、畑中　伸介
任期満了による退任
　井出陽一郎、井上　　毅
　坂本　尚登、品田　英明
新　任
　近内　哲也、竹内　秀樹

　（以上平成28年6月24日付）
議長は、以上をもって閉会を宣した。

平成28年度第1回臨時理事会

　代表理事、業務執行理事選定に係
る提案について、理事会の決議の省
略の規定により、平成 28 年 6 月
24 日に理事全員から書面による同
意の意思表示を得たので、次の通り
提案は承認された。

（1）林　洋和を代表理事に選定し、
会長とする。

（2）上野　裕を業務執行理事に選
定し、専務理事とする。

（3）濱野径雄を業務執行理事に選
定し、常務理事とする。

（4）西山智章を業務執行理事に選
定し、常勤の理事とする。

（平成28年6月24日付）

理事会・評議員会開催報告

理事会風景 上原評議員

8 流開センターニュース  No.206



仙台市の中学生が当センターを見学
－訪問学習活動の一環として－

　5 月 18 日（水）、宮城県仙台市立
台原中学校の 3 年生の修学旅行生 7
名が訪問学習活動で来所した。この
活動は修学旅行で上京する機会に、
各種の公共機関、行政機関、民間企
業等を訪問し、訪問先の業務の内容
や社会的役割を学習するもので、将
来的に自らの針路や職業について考
える際に役立てることを目的として
いる。当センターではこれまでも数
回、訪問を受入れている。
　はじめにコード登録管理グループ
の飯田課長から、歓迎の挨拶と当セ
ンターについての紹介の後、中学生
にはあまり馴染みのない「流通」と

「流通における標準化の意義」につ
いてわかりやすく説明した。
　続いて同グループの門脇課長が、
流通業界で活用されている JAN コ
ードについて説明を行った。バーシ
ンボルの仕組みや JAN コードの種
類、管理の仕組みといったことか
ら、JAN コードは国内だけではな
く世界共通で利用できるグローバル
なインフラであり、当センターはそ
の JAN コードの事業者を識別する

「GS1 事業者コード」を一元的に管
理する機関であることや、流通コー
ドの管理と流通標準の普及を推進し
ていること等を詳しく説明した。
　次にスマートフォンを利用し、
GS1 が提供するアプリ「i-gepir」
を用いて、実際の JAN コードの読
み取りと GEPIR 注）の検索デモをし
た。当センターで用意した商品だけ
でなく、生徒の持ち物の消しゴムや
リ ッ プ ク リ ー ム と い っ た 商 品 も
JAN コードを読み取り、その商品
のブランドオーナー（JAN コード
を付番している事業者）が検索でき
ることを体験してもらった。

　生徒達は「ぜひ自分達でもダウン
ロードして使ってみたい」と「i-ge-
pir」は好評であった。このアプリ
は誰でも無料でダウンロードできる。
　続いて今後導入が期待されている
電子タグについて、ソリューション
第 2 部の浅野主任研究員が、バー
コードとの比較を交えながら解説し
た。ここでも実際にバーコードと電
子タグが両方付いた商品を用いて、
両者の読み取り方の違いを体験して
もらった。
　まずバーコードの読み取りでは、
卓上に並べた商品に付いているバー
コードの位置がわからず、8 個の商
品のスキャンを終えるのに 50 秒ほ
どかかった。
　これに対して電子タグの読み取り
は 10 秒もかからず、バーコードに
圧倒的な時間差をつけて短時間で読
み取りを完了した。
　このデモでは、電子タグを利用す
ることで、数多くの商品を検品しな
ければならない棚卸業務の作業効率
が、格段に向上するといった利便性
があることを理解してもらった。
　その一方で、電子タグには電波の
強弱などの特性によって、データの

読み込み方法に工夫が必要であるこ
とにも触れ、現在、これらの課題を
解決し、実用化に向けて取り組んで
いることを説明した。
　最後に、事前に受けていた質問に
ついての質疑応答を行った。
　生徒から出されていた疑問は、

「バーコードを管理する上で大変な
ことは何か」、「海外のバーコードと
日本のバーコードの違いは何か」、

「将来、バーコードはどうなるの
か」、「同じような商品はどのように
区別しているのか」といった内容で
あった。
　生徒にとっては、身の回りで当た
り前のように目にするバーコードで
あるが、その仕組みを学び、実際の
読み取り作業を体験した今回の訪問
学習を通じて、流通や流通システム
への理解が深まり、バーコードへの
関心もより一層高まったものと思わ
れる。

注）GEPIR（ゲピア）：GS1 登録事業
者情報検索サービス。GS1 傘下にあ
る各国の流通コード機関から、企業コ
ードの貸与を受けている企業情報を共
通のシステムでインターネットを通じ
て提供するサービス。

（コード登録管理グループ）

当センター職員からレクチャーを受ける台原中学校の生徒
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Q-1：�電子タグ（RFID）とは何で
すか？

A-1：�電子タグは自動認識技術の
一つであり、バーコード等
と同様に手入力せずに効率
的に正確に情報をコンピュ
ータに取り込むための技術
です。
　電子タグは電波を使った技
術 を 利 用 し て お り、RFID

『 R a d i o  F r e q u e n c y 
IDentification』 と も 呼 ば れ
ます。

Q-2：�電子タグの特徴を教えてく
ださい

A-2：�離れたところから、複数の
電子タグを、一括して高速
に読み取ることができます。
　また、電波は遮蔽物 * を通
り抜ける性質があるため、例
えば、段ボール箱の中の電子
タグを外側から読み取ること
が可能です（* 金属や水分を
除く）。

Q-3：�電子タグは確実に読み取る
ことができますか？

A-3：�電波を利用しているため、

利用する環境（金属や水分
が近くにある等）によって
は読み取り性能が変化する
ことがあります。
　このような性質があること
を前提に、効果的に活用する
ための運用方法などの検討が
必要です。

Q-4：�EPC（イーピーシー）とは
どのようなものですか？

A-4：�EPC は Electronic Product 
Code の頭文字を取ったもの
で、JAN コードを代表とす
る GS1 標準識別コードを電
子タグでも扱えるようにし
た、電子タグ向けの識別コ
ードの総称です。
　EPC により世界中で重複
しないユニークな番号付けが
可能となります。

Q-5：�EPCの特徴を教えてください。
A-5：�複数の電子タグを一括して

読み込むためには、一つ一
つの電子タグが個別の番号

（シリアル番号）を持ってい
る必要があります。
　例えば、JAN コードは商

品 の SKU（Stock Keeping 
Unit）単位に番号付けをしま
すが、EPC では JAN コード
にシリアル番号を付加するこ
とにより、一つ一つの個品単
位での識別（読み分け）が可
能です。

Q-6：�なぜ、EPCが必要なのですか？
A-6：�電子タグ・リーダは電波が

届く範囲の電子タグを全て
読み取ります。電子タグは
読取り範囲を限定すること
が難しい仕組みです。今後、
電子タグの利用が進むと、
不要な電子タグも意図せず
読み取り、システムが混乱
する可能性が出てきます。
　EPC には GS1 事業者コー
ド、シリアル番号が含まれる
ため、読み取った EPC を基
に必要なコードだけを活用す
ることが可能になります。

　電子タグについては当センターの
ホームページもご参照ください。

（アパレル・T&L業界グループ）

電子タグ（EPC/RFID）よくある質問と回答

図表 1　電子タグの特徴 図表 2　EPCの考え方（シリアル化）

10 流開センターニュース  No.20610



　6 月 1 日より、当センターのホー
ムページ（以下、HP）をリニュー
アルした。
　これは流通システムの標準化機関
である GS1（本部：ベルギー）に
よる、「GS1 ブランド」として全世
界で統一したデザインで展開してい
くという方針の一環であり、HP に
ついても統一的なデザインにすると
いう動きに沿って実施したものであ
る。
　これに合わせて、内容に関しても
大幅な改訂を実施した。

●今回のリニューアルのポイント

　リニューアルの主なポイントは次
の通りである。

①知りたい情報にアクセスしやすく
　これまでの HP では情報を徐々に
追加していったページもあったため
構造が複雑になり、目的のページが
見つからないという問い合わせを受
けることもしばしばあった。そこで
基本的に 3 階層までとして、目的
のページまでのクリックの回数を減
少させた。特にアクセスの多い各種
のセミナー等はトップページから該
当ページへのショートカットを拡充
した。

②カテゴリーの再編集
　今回のリニューアルではトップペ
ージのメインメニューを「各種コー
ド登録・概要」、「標準化活動につい
て」、「データサービス」、「協議会・
研究会」、「資料・セミナー」、「その
他」に分けている。
　従来の HP では、関連があるペー
ジに簡単に飛ぶことが出来ないとい
う問題が生じていたため、現在の当
センターのソリューションに即した
分類に再編集した。

③スマホ・タブレット対応を開始
　これまでの画面はパソコンからの
アクセスにしか対応していなかった

が、昨今のスマートフォン、タブレ
ット端末の普及を考慮し、これに対
応した画面を準備した。

④�バーコード入門講座の e-learning
を導入

　e-learning は、当センターが実施
している『バーコード入門講座』の
受講が困難なケースを対象に開設し
たもので、時間や場所に規制される
ことなく、バーコードに関する基本
的な内容を学習できる（裏表紙を参
照）。
　新しくなった当センターの HP を
これまで以上にご活用ください。

（広報室）

当センターホームページをリニューアル
－知りたい情報にアクセスしやすく－
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東4ホール

公式ホームページにて入場料が無料になる
「来場事前登録」実施中！
www.autoid-expo.com 検索自動認識総合展

主点企業による「ユーザー導入事例」だけでなく、
ユーザー業界向けソリューションのパネルも展示可能に
展示会場出入口付近に、今回出展企業の「導入事例」や

「ソリューション提案」のパネルを一堂に展示いたします。
探しているソリューションが発掘しやすくなります。

モバイル＆ウェアラブルゾーン
モバイル端末やウェアラブル機器を集めたゾーン

先進の自動認識技術せある画像認識技術を駆使した
最新事例を集めたゾーン

画像認識ゾーン

IoT時代の自動認識技術、各種センサとネットワーク構築
サービスを集めたゾーン

センサネットワークゾーン

東京ビッグサイト
-162016.9.14W

E
D

F
R
I

10 : 00-

17 : 00

主　　催： 一般社団法人日本自動認識システム協会
後　　援： 総務省・外務省・経済産業省（以上申請予定）
特別協力：フジサンケイ ビジネスアイ
併催事業：

国際物流総合展2016同時期開催展示会

先進の自動認識技術を集めたゾーンを今年も設置！

出展パネル展示「事例でわかる自動認識」

展示会事務局：株式会社シー・エヌ・ティ
TEL. 03-5297-8855　FAX. 03-5294-0909　E-mail: info@autoid-expo.com
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